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既 存 RC 構 造 物 の コ ン ク リ ー一一　 F 表 面 へ の 防 錆 剤 塗 布

工 法 に よ る 鉄 筋 の 防 錆 に 関 す る 研 究

　　　　　　　　　　　　　　　　 正会員　 平居

1　 は じめに

　海砂の使用や、海塩粒子飛来等の 塩害に よる鉄筋

コ ン ク リー
ト構造物の早期劣化を抑制す る方法とし

て、既存搆造物の コ ンク リ
ー

ト表面 に 塗布型防錆剤

を用 い る工 法がある 。 本研究 は、こ の 工 法を実際の

鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト構造物の 外壁に 用L丶 防錆剤が コ

ンクリートの 内部へ 浸透す る過程を時間 の 経過 とと

もに調査 し、 塗布型防錆剤の 防錆効果につ い て検討

した 。 防錆剤塗布後1年 まで の 試験に つ い て は、既

に 輾告 して お tPt）2 ，、こ こ で は、2年目の試験を含

め て報告す る。

2　試験

2 − 1 試験対象と使用材料　　鉄筋 コ ンクリ
ー

ト造

プール の北北西 に 面するコ ンクリート打放 しの 側壁

面を使っ て 試験を行 っ た 。 試験開始時の 側壁面は、

竣工後約13年経 っ て お り、シ ュ ミ ッ トハ ン マーに よ

り測定 した円柱供試体換算 の 圧縮強度は、平均で 282

kg／ern2で ある 。 また、中性化深さは、乎均で約17rnm

である 。 塩分含有率は図 1の よ うで あり 、 全体的 に は

0．IX前後の 塩分が含まれ て い る．防錆剤塗布の仕様

　 　 　 　 　 表 1　 仕 様 E ，F ，G ，H の 材料 と塗布 順序
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　　は E ， F ， G ，H の 4種類とした。材料、塗布量及び塗

布の順序を、表1と図2に示す。

2 − 2 試験方法 　 施工 した日を基準に して、材

令7日、1カ月、3カ月、6カ月、1年、2年に 於 い て試

験を行 っ た。 コ アを仕様 ご とに 2本 つ つ 抜 き、図3の

ように 切断 し、149ttmの ふ るい に 通るように 微粉砕

して 試料 を調製した 。 防錆剤 の 含有率は 、 亜硝酸 イ

オ ン NO2
一
をナ フ チル ア ミン吸光光度法に より定量分

析するこ とに より測定した。

3 　試験結果と考察

　図5と図6は、仕様F と仕様H に つ い て採取 した試

料の分析結果を、亜硝酸イオンNO2一の 濃度を縦軸、

材令を横軸 に して コ ンク リ・一　“の表面から深さご と

に 表 したもの で ある。

　仕様F と仕様 H の いずれでも、時間の経過に つ れ

て コ ン ク リー
トの 表層で は防錆剤の 濃度が減少 して

い るが、深さの 大きい とこ ろで は防錆剤の 濃度が増

加して い る。 この こ とに より、コ ンク リー一トの 表面

に 塗布された防錆剤が 、コ ン ク リー
ト内部に拡散し

な が ら浸透 して い く様子が分る 。

　防錆剤を 塗布 し た 後 に 防錆 ペ ース トを塗 り付けて

い ない仕様 E と仕様G の 場合は、図を載せ て い ない

が、コ ンク リ
ー

トの 表面か ら防錆剤が外部に散逸す

るため 、 仕様 F と仕様 H に比べ て材令が大きくな る

と全体的に防錆剤の濃度が小さ くなっ て い る 。

　図4は、JISA6205鉄筋コ ン クリ
ー

ト用防せ い 剤 の

鉄筋の 塩水浸せ き試験に準 じ、6種類 の 塩分溶液を用
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い て 、 塩分 に よる鉄筋腐食 を 抑制 さ せ る た め に必要 な 防

錆剤 の濫度に つ い て 試験を行い、コ ン ク リー｝中の 塩素

イオ ン蠶と防錆剤の 量を亜硝酸イオンNOe『の濃度 に換算

し 、 グ ラ フ に表 したもの であ る。 表2は、この 結果 に基づ

き試験対象構造物の 鉄筋の 防錆 に 必要と考えられる亜硝

酸 イオ ン NOゼ の 濃度 を表 したもの で ある 。 なお、こ れ ら

は中性化したコ ン クリートを想定 して い る。

　図5と図6には 、 防錆に必要 と考えられる亜硝酸 イオ ン

Ni  ゼの 濺度を帯状 に表して い る。仕様 F と仕様 H は、い

ずれも鉄筋の腐食を抑制す る効果が期待できる 。 材令2年

の 時点の 亜硝酸 イオ ンNO2
一
の 濕度は、コ ン ク リー一　Fの 表

藤から0〜 lcmと1〜 2cmの所で は｛士様F が大きく、また2〜

3cmと5〜6cmの所では仕様 Hが大きい 。 こ の こ とか ら、仕

様 F はコ ンク リートの 表面に近 い部分 の 防錆剤 の澱度を

高く保つ の に有利 で あり、 仕様 H は防錆剤を内部 に 早 く

浸透させ るの に 有利とい える．

4　 まとめ

　 コ ン ク リー ト表面に裘1に示 した防錆剤の 塗布工法を施

す と、防錆剤は す み や か に コ ン ク リー
ト内部に拡散 ・浸

透する 。 コ ンクリ
ー

ト表面か ら防錆剤が散逸する こ との

防止策 と して は 、防錆 ベ ース トを 塗 り付 け る方法 が 有効

で あ る。桝令2年ま で の試験か ら判断して 、コ ン ク リー
ト

に浸透させた防錆剤は鉄筋の 腐食掴制に有効な濃度に す

る こ とが 可能で あ る。

　 また、通常は防錆ペー
ス トの 上に仕上げを施ずの で、

仕上げを適 切に行 うこ とに よ り防銛剤 の 濃度を高 く保つ

こ とが可能 と考えられる 。

驪辞　本研究を進め るに あた り、御協力頂 い た株式会社

小野田 に、感謝 の 慧を表 します e
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